
第四次佐久市部落差別撤廃と
人権擁護に関する総合計画

令和７年度 事業実績及び
令和８年度 事業計画

資料１概要版
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「第四次佐久市部落差別撤廃と
人権擁護に関する総合計画」

【計画の位置付け】

「第二次佐久市総合計画」に定めた「人権尊重社会」の実現に向け

施策を推進するための計画（令和4年度～令和8年度）

【基本目標】

部落差別をはじめあらゆる差別をなくし、人権が尊重される社会の実現

【主要施策】

◼部落差別をはじめあらゆる差別の解消の推進 ⇒第2章

◼人権同和教育・啓発の推進 ⇒第3章

◼相談体制の充実と人権擁護の確立 ⇒第4章
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令和４年度 インターネットによる人権侵害

令和５年度 犯罪被害者等

令和６年度 部落差別

令和７年度 女性

令和８年度 外国人

令和９年度 子ども

令和10年度 障害のある人

年度計画
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取り扱うテーマ

「外国人の人権」

① 住まいに関する差別
アパート・マンション等への不当な入居拒否問題

② 言葉や文化の壁
言語や慣習の違いによる、職場・地域コミュニティでの孤立

③ 外国人への偏見
SNS等のデジタル空間における誹謗中傷やデマの拡散

■ 外国人に関する人権問題
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2章 1 同和問題（部落差別）に関すること

【令和７年度実績】

• 新任・転入教職員研修（小・中・高）（1回、68名、動画配信視聴者含む）

同和問題のほか幅広い人権についての研修「人権読本『あけぼの』活用」

• 教職員人権同和教育研修（小・中・高）（1回、145名、動画配信視聴者含む）

小・中学校での人権同和教育の実践発表、「デートＤＶ」をテーマに研修

【令和８年度計画】

• 新任・転入教職員研修（小・中・高） （1回、会場及び動画配信）

同和問題のほか幅広い人権についての研修

• 教職員人権同和教育研修（小・中・高） （1回、会場及び動画配信）

小・中学校での人権同和教育の実践発表、「満蒙開拓」をテーマに研修

（人権同和課）

（１）同和問題（部落差別）に関すること
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PROFILE

満蒙開拓平和記念館

館長 寺沢秀文 氏
事務局長 三沢亜紀 氏

■日時 令和8年７月２7日（月） 午後３時３０分～

■会場 浅間会館

教職員人権同和教育研修

講師
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2章 1 同和問題（部落差別）に関すること

【令和７年度実績】

• 人権男女共生フェスティバル 11月15日（土）（参加者350名）

講演：「わたし」を幸せに生きる（「女性の人権」をテーマとした講演会。）

• 望月人権フェスティバル 12月6日（土）（参加者85名）各教室の発表・講演会

• 家族映画会 11月30日（日）（参加者453名）

【令和８年度計画】

• 人権男女共生フェスティバル 11月14日（土）

「外国人の人権」をテーマとした講演会を予定。

• 望月人権フェスティバル 12月5日（土）

• 家族映画会 11月29日（日） （人権同和課）

（１）同和問題（部落差別）に関すること
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人権男女共生フェスティバル

■日時 令和8年11月14日（土）午後

■会場 佐久平交流センターホール

PROFILE

朴 慶南／パク・キョンナム

作家、エッセイスト。鳥取県出身の在日コリアン2世。命の大切さと人間の尊厳を
テーマに、だれもがその人らしく生きられる平和で平等な共生社会をめざして、心
に届くわかりやすい言葉で、執筆、講演活動を行なっている。
著書に「命さえ忘れなきゃ」「私以上でもなく、私以下でもない私」「やさしさという
強さ」「私たちは幸せになるために生まれてきた」「私たちの近現代史」など多数。

講師
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2章 1 同和問題（部落差別）に関すること

• 同和対策事業に対する特別措置法が平成13年度末をもって終了

• 平成14年度から一般対策として事業を推進

⇒市全体の整備が進むことで同和地区も含め生活環境の改善が

図られるという考えのもと、事業を実施

【令和７年度実績】

・社会資本整備総合交付金事業（5件）（生活環境の改善）

・作業センター等の健康相談事業（年30回、参加者数 497人）（社会福祉の充実）

・新規就農者の確保のための就農相談会（年12回）（産業の振興）

【令和８年度計画】

・生活インフラ改良事業、社会福祉事業、産業振興事業、就労支援事業

（各担当課）

（２）生活環境の改善 ～ （５）職業の安定
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2章 1 同和問題（部落差別）に関すること

• 目的「地域住民の福祉向上、人権同和教育・啓発活動の住民交流の拠点」

• 中央隣保館、臼田・浅科・望月の各人権文化センターにおける、

生活人権相談、啓発活動、教養文化活動を実施

地域交流の拠点となる開かれたコミュニティ施設

【令和７年度実績】

・地域交流事業（年37回、参加者数339名）

・休日会館事業（年50回、参加者数484名）

【令和８年度計画】

・生活人権相談、人権啓発活動、地域交流促進事業 （人権同和課）

（６）隣保館活動の推進
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2章 1 同和問題（部落差別）に関すること

• 望月解放子ども会：同和地区に限らず誰もが参加できる。年間20回程度活動。

• 「いのちの駅伝」：平成9年に子ども会会員だった生徒が高校でいじめにあい

自ら命を絶ったことから、「いのち」の大切さを伝え

「いじめ」や「差別」をなくす活動を推進（29回目）

※長野西高校望月サテライト校を含む望月地区の児童・生徒が参加
【令和７年度実績】

・望月解放子ども会（年20回、参加者数367人）

・いのちの駅伝（10月25日、参加者数100人）

【令和８年度計画】

・望月解放子ども会（年20回程度）
・いのちの駅伝（10月24日（土）） （人権同和課）

（7）解放子ども会活動の推進
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2章 1 同和問題（部落差別）に関すること

＜ネット上の差別事象＞

• 令和3年度、市内の特定地区が同和地区としてネット上に公開され、小諸、佐久の両市長で法務局へ削除要請の依頼を実施

• 令和4年11月、動画サイトから削除→別の動画サイトへ転載（R5県への報告件数9件）

• 関係機関と連携を図り、県と連携したモニタリング体制を構築（R6県への報告なし）

＜戸籍の不正取得への対応＞

・栃木県の行政書士による全国的な戸籍の不正取得事件を受け、令和6年1月より要綱を改正

不正取得が疑われる場合には、国等への資料照会や、取得者へ疎明資料等の請求を行い、

不正取得の蓋然性が極めて高いと市が判断した場合は、該当する本人に通知できる

【令和７年度実績】

・インターネットを用いた差別事象のモニタリング実施（毎週水曜日）

・戸籍等の本人告知の実績０件

【令和８年度計画】

・差別事象が発生した場合、経過や背景を分析し、問題解決に努める

・戸籍等の不正取得が明らかになった場合、その事実を本人に告知する （人権同和課、市民課）

（８）部落差別事象への対応
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2章 ２ 子どもの人権に関すること
【令和７年度実績】

・佐久市いじめ問題対策連絡協議会（年2回）

・教育相談員による相談（10,290件）

【令和８年度計画】

・児童虐待、いじめ、不登校などの問題に対し、関係機関と連携した相談・支援体制継続

（学校教育課、こども家庭支援課）

2章 ３ 障がい者の人権に関すること
【令和７年度実績】

・障がい者への正しい知識や理解を深めるため、

佐久市社会福祉大会における講演会の開催（参加者数210人）

・障害者支援施設を訪問し、相談・通報の義務や研修受講の周知（年２回）

【令和８年度計画】

・広報佐久、ホームページ等による相談窓口や制度の周知

・障害者施設を運営する市内全法人に対し、障害者虐待防止法の周知、研修受講の推奨等を実施

（福祉課）
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2章 ４ 女性の人権に関すること
【令和７年度実績】

・佐久平女性大学にて年間講座10回、課外講座3回、公開講座1回実施

・女性相談支援員による配偶者等からの暴力に係る相談支援（延73人）

【令和８年度計画】

・職場や地域などのあらゆる分野で活躍する女性支援

・相談窓口の周知、相談支援 （人権同和課、福祉課）

2章 ５ 高齢者の人権に関すること
【令和７年度実績】

・創錬の森市民大学（年18回、修了者数116人）

・認知症サポーター養成講座（延814人）

・介護事業所等を対象に虐待防止研修会を開催（15回）

【令和８年度計画】

・創錬の森市民大学、認知症サポーター養成講座の実施

・高齢者虐待防止に関する啓発活動 （生涯学習課、高齢者福祉課など）
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2章 ６ 外国人の人権に関すること
【令和７年度実績】

・中学生海外研修Ｒ7.7.28～8.4エストニア共和国訪問（研修生8名 引率２名)

R7.7.27～8.3モンゴル国訪問（研修生8名引率2名）

・国際交流サロン（全12回 延参加者数361人）

【令和８年度計画】

・外国人に対する正しい理解を深めるための啓発活動・交流推進事業の実施

（移住交流推進課、観光課、生涯学習課、人権同和課など）

2章 ７ インターネットによる人権侵害に関すること

【令和７年度実績及び令和８年度計画】

前述の（８）部落差別事象への対応のとおり（人権同和課）
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2章 ８ 様々な人権問題に関すること

【令和７年度実績】

・犯罪被害者等支援の取組と犯罪被害者等支援条例の周知啓発の実施

（警察等と連携した街頭啓発・ホンデリング活動718冊11月19日実施）

• 人権同和教育講座の実施（延参加者数155名）

【令和８年度計画】

・街頭啓発、ホンデリング活動の実施

・人権同和教育講座の実施

・長野県パートナーシップ届出制度に対応した行政サービスの周知啓発

（人権同和課）
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３章 人権同和教育・啓発の推進

就学前、学校、企業、地域といったライフシーンごとに実績と計画を整理

４章 相談体制の充実と人権擁護の確立

相談体制や人権擁護といった観点で実績と計画を整理
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